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「忘れられない患者さんのこと」
「私が大事にしている看護観」

マンガでわかる
現場の“困った”を解消する看護理論
ロイの適応システム、ほか

｜社本昌美、新田マリア、増田里美、成嶋のり子、長嶺真知子、栗原信広、成瀬光、早川達也、
｜小瀬憲二、山﨑文雄、栗田真由美、ほか

｜中村創（精神看護専門看護師） ＋ 水谷緑（漫画家）
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　3月号の特集タイトル「ピアサポーターを活用すると、こんなに
素晴らしいことが起きる」につきまして、「ピアサポーターへの敬
意に欠けるのでは」というご指摘をいくつかいただきました。ピア
サポーターの皆さまへの敬意からこの特集が企画されたにもか
かわらず、ご指摘の通り、特に人を「活用」するという言葉遣い
は企画趣旨に反するものでした。そのような特集名を付けてし
まった当方の未熟さを痛感するとともに、ピアサポーターの皆さ
まをはじめ、特集に登場してくださった方々に心よりお詫び申し
上げます。
　当方ではご指摘をくださった方々にあらためて連絡を取り、そ
の趣旨を質問させていただいたところ、次のようなことを教えて
いただきました。
─精神医療界全般では、残念ながらまだ当事者や患者さん
の存在や力に対して敬意を欠いた関係性が現存している。そん

ななか、「活用する」という言葉は、人を道具として都合よく利用
するかのような印象を与える。また「素晴らしいことが起きる」と
いう言葉も、ピアサポーターが直面している現実に照らすと違
和感が大きい、と。
　（なお、この指摘は、特集で掲載された東京武蔵野病院の活
動を指してではなく、あくまで精神医療界全般で起きていること
と特集タイトルの関係についての指摘である、とのことでした）
　このようなご意見をくださり、弊誌に認識を改める機会を与え
ていただいたこと、大変ありがたく感じました。今回の学びから、
今後はぜひ、ピアサポーターをめぐるリアルな現実をベースに、
私たちは何ができるのかを考えていけるような記事を作っていけ
たらと考え、動き出しています。
　最後に、ご指摘くださるには勇気も労力も必要であったと思う
と、感謝しかありません。あらためて御礼を申し上げます。

2021年3月号特集名に関しまして（編集部の見解）

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
1 

2026/09/14 10:41:11


